
2025年２月８日（土） 13:00～16:30

ハイブリッド開催（Zoom＆対面）

● 基調報告 詳細は内ページをご覧ください

● 特別講演

「新生児聴覚スクリーニング検査から早期支援、教育へ

                      ～福岡の現況と、そこに至る道筋～」

 中川 尚志 氏

 九州大学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科学分野 教授

● パネルディスカッション 詳細は内ページをご覧ください

主催：ＮＰＯこめっこ（特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構）

助成：日本財団 連携：大阪府 協力：公益社団法人大阪聴力障害者協会

参加申込書 （FAX専用 送り状不要） FAX： ０６-６７４８-００８９

シンポジウムに関するお問合せ先

こめっこHP

E-mail：symposium@comekko.org

TEL：０６-６７４８-００８４ FAX：０６-６７４８-００８９

ＮＰＯこめっこ（特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構）

担当：江 浦 ・ 栗 田

申込締切日 2025年1月26日（日）まで   申込日 年 月  日

氏 名 ふりがな

連 絡 先
E-mail：

FAX： TEL：

所属先 第二部 ・対面 ・オンライン

職種あるいは
立場 その他

※お申し込み後、３～４日以内に受付完了メールをお送りいたします。（年末年始12/28～1/5除く）
完了メールが１週間経っても届かない場合は、お手数ですがご連絡ください。

手話通訳・字幕あり

参加無料

＊「こめっこ」はNPOこめっこの登録商標です＊

２０２５年

１月２６日(日)

申込締切

2025年１月１０日（金）～2025年２月８日（土）12:00まで

事前に配信する動画視聴（オンデマンド配信）

● こめっこ活動の体験型ビデオ紹介

                         ＆ こめっこ参加ご家族の声 Part3

● こめっこ研究について（2022年度報告の再配信）

第 I部 事 前 配 信

第Ⅱ部 シンポジウム

お申込みフォーム

申込の詳細は最終ページをご覧ください

【対象】興味のある方はどなたでも可能です

・Zoomの招待メールを事前にお送りいたします。

前日までにメールが届かない場合は、下記問い合わせ先に
ご連絡ください。

事前にZoomが利用可能か、ご自身でご確認いただくことをお勧めします。

・２月８日(土) １２：３０～１３：００の間にZoom入室を
お願いします。

・一般参加者（聴講者）の映像はオフ、音声はミュートの
設定にさせていただきます。

オンライン 定員：なし

・参加申込者には、動画視聴用のＵＲＬ及びパスワードを事前に連絡いたします。

・事前に配信する動画は2025年1月10日（金）12:00～2025年2月8日（土）12:00まで

いつでも繰り返しご視聴いただけます。

※事前に配信する動画（オンデマンド配信）及びオンライン配信の録画、撮影、録音、ならびにそれらの再配布等をすることを禁止いたします。

※お申込みの際、いただいた個人情報につきましては、個人情報保護関係法令等を遵守し、この催し以外の目的には使用いたしません。

下記いずれかの方法でお申込みください

・申込フォーム： QRコード☞

・申込フォーム：こめっこHPより（https://www.comekko.com）

・FAX：下記の参加申し込み書にご記入の上、お送りください

希望の方に丸をつけてください

第Ⅱ部

２０２５年

１月２６日(日)

申込締切

指定討論

「医療系との連携のあり方から」 岡﨑鈴代氏

大阪府立病院機構大阪母子医療センター 耳鼻咽喉科主任部長

「聴覚特別支援学校乳幼児相談担当の視点から」 早川恵氏
福岡県立久留米聴覚特別支援学校 乳幼児教育相談担当

 他２組 岡﨑鈴代氏 早川恵氏

第Ⅰ部

【対象】医療関係者・教育関係者
（療育関係も含む）

２月８日（土）１２：３０～受付開始

【会場】

大阪府立福祉情報コミュニケーション
センター４階大会議室AB

最寄り駅：JR環状線「森ノ宮」徒歩５分

対 面 定員：５０名

ご視聴・ご参加される方へ 2024年度 大阪府手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

乳幼児支援のあり方
～こめっこの進む道についての示唆～

お申込みフォーム

NPOこめっこでは、乳幼児期手話言語獲得支援事業「こめっこ」を実施すると共に、2020年度より「手

話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト」（日本財団助成事業）を進めています。まさに、

実践と研究が表裏一体をなす活動として、毎年その経過や実績を報告し、さまざまな視点で議論するシン

ポジウムを企画してきました。今年度は、2022年度に国から出された「難聴児の早期発見・早期療育推進

のための基本方針」を作成するに当たって、有識者で構成する検討会の座長を務められた中川尚志先生を

講師にお迎えします。医療、教育、支援の中核機能拠点、保護者それぞれの立場からの指定討論に、研究

チームやこめっこスタッフも加わって、乳幼児支援のあり方について議論したいと考えました。

尚、事前配信では、こめっこ活動「参加体験型の紹介動画」＆「参加ご家族の声Part3」をお届けします。

過去の再配信動画も併せてご覧ください。

企画趣旨



２０２５年２月８日（土）１３：００～１６：３０ ＊途中休憩を挟みます

主催者挨拶 オリエンテーション 物井 明子(NPOこめっこ 代表理事）

● こめっこ活動の体験型ビデオ紹介 ＆ こめっこ参加ご家族の声 Part3

● こめっこ研究について（2022年度報告の再配信）

-ハイブリッド開催-第Ⅱ部 シンポジウム

第Ⅰ部 事前配信 -オンデマンド-

酒井 邦嘉 氏

東京大学大学院
総合文化研究科
教授

武居 渡 氏

金沢大学
人間社会研究域
学校教育系 教授

司会：久保沢 寛（NPOこめっこ 常務理事）

● 基調報告 ～「こめっこ」はどこへ向かうのか？～

「新生児聴覚スクリーニング検査から早期支援、教育へ

～福岡の現況と、そこに至る道筋～」

 中川 尚志 氏
 九州大学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科学分野 教授

● 特別講演

●パネルディスカッション

指定討論

①「医療系との連携のあり方から」 岡﨑鈴代氏
 大阪府立病院機構 大阪母子医療センター 耳鼻咽喉科 主任部長

②「聴覚特別支援学校乳幼児相談担当の視点から」 早川恵氏

 福岡県立久留米聴覚特別支援学校 乳幼児教育相談担当

③「大阪府難聴児支援の中核機能拠点窓口から」 中尾恵弥子氏

 ひだまり・MOE 公認心理師・臨床心理士

④「保護者の視点から」 小橋史佳・千穂子氏

 こめっこ参加ご家族

ディスカッション

特別講演者・指定討論者に加え、研究プロジェクトメンバーの酒井邦嘉氏、武居渡氏、

こめっこ活動メンバーの物井明子も加わり、ディスカッションを行います。

共同司会：阪本 浩一 氏・河﨑 佳子 氏

①「こめっこ」の参加状況

②もあこめ（小学生こめっこ）合宿

③見えてきた研究の成果

④今後について

阪本 浩一 氏

大阪公立大学大学院
聴覚言語情報機能病態学
特任教授
研究プロジェクト言語脳科学
分野チームメンバー

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

乳幼児支援のあり方～こめっこの進む道についての示唆～

中尾 恵弥子 氏

研究プロジェクトプログラム

手話を第一言語として概念を獲得する環境にある
子どもを対象に、言語に基づく理解力や自然法則を
把握する力、時間や空間の変化などを推論する力を
調査することにより、手話で育つ子どもたちの確か
な評価法や教育環境の改善に繋げています。

就学前児や小学生を対象に、要素間の法則性や関
係性の発見、数量感覚等の思考力を測る問題を作成
しました。言語を通してさらに複雑な概念を獲得す
る過程について、各個人の手話や日本語の獲得進度
を指標として比較検討しています。さらに大人を対
象として、手話の理解時や、思考問題の解答中の脳
活動をMRI装置で検出できましたので、定量的な解析
結果を報告します。

言語脳科学・学習能力（思考力）分野

代表 酒井 邦嘉

知識や経験に頼らずに日本手話で内容を理解でき
るかを測る検査として、「日本手話モノローグ動
画」を作成しました。また、手話劇版「心の理論課
題」動画も作成し、活動に参加している5歳～12歳の
ろう児に検査を実施しています。来年度は収集した
データを分析し、正答率や、回答内容の発達的変化
について報告する予定です。

学習能力（理解力）分野

代表 武居 渡・河﨑 佳子

こめっこに参加している子どもたちを対象に、手
話と日本語の力を定量的に測定しています。手話に
ついては、文法（日本手話文法理解テスト）、語彙
（日本手話語彙流暢性検査）、日本語については、
文法（J.Coss）、語彙（PCT-R）を可能な限り、毎年
各児に実施し、発達的な変化をまとめ、報告したい
と考えています。また、語用・コミュニケーション
については、質問応答関係検査を毎年実施し、こと
ば（手話・日本語）によるコミュニケーションの発
達についても毎年評価を行っており、その結果につ
いても報告する予定です。

言語獲得分野 代表 武居 渡

こめっこが支援する子どもたちの心理発達を、情
緒、認知、コミュニケーションなど複数のラインか
ら捉える縦断的研究を、観察、インタビュー、検査
によって行ってきました。活動をとおして、０歳〜
１歳台から日本手話に触れてかかわり遊ぶ子ども達
の目覚しい発達を目の当たりにしています。そして、
発達検査の評価は、手話言語が聴覚活用による日本
語獲得を決して妨げないこと、むしろ心理的な健康
と学習、豊かな家族関係を支援できること、さらに
は、言語獲得の重要なセーフティネットとなること
を示しつつあります。来年度は、小学生を対象とす
る知能検査の結果も含めて報告する予定です。

心理発達（人格形成）分野 代表 河﨑 佳子           
（研究統括責任者）

小橋ご家族

河﨑 佳子 氏
神戸大学大学院
人間発達環境学研究科教授
NPOこめっこスーパーバイザー
研究プロジェクト統括
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ＮＰＯこめっこ（特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構）

担当：江 浦 ・ 栗 田

申込締切日 2025年1月26日（日）まで   申込日 年 月  日

氏 名 ふりがな

連 絡 先
E-mail：

FAX： TEL：

所属先 第二部 ・対面 ・オンライン

職種あるいは
立場 その他

※お申し込み後、３～４日以内に受付完了メールをお送りいたします。（年末年始12/28～1/5除く）
完了メールが１週間経っても届かない場合は、お手数ですがご連絡ください。

手話通訳・字幕あり

参加無料

＊「こめっこ」はNPOこめっこの登録商標です＊

２０２５年

１月２６日(日)

申込締切

2025年１月１０日（金）～2025年２月８日（土）12:00まで

事前に配信する動画視聴（オンデマンド配信）

● こめっこ活動の体験型ビデオ紹介

                         ＆ こめっこ参加ご家族の声 Part3

● こめっこ研究について（2022年度報告の再配信）

第 I部 事 前 配 信

第Ⅱ部 シンポジウム

お申込みフォーム

申込の詳細は最終ページをご覧ください

【対象】興味のある方はどなたでも可能です

・Zoomの招待メールを事前にお送りいたします。

前日までにメールが届かない場合は、下記問い合わせ先に
ご連絡ください。

事前にZoomが利用可能か、ご自身でご確認いただくことをお勧めします。

・２月８日(土) １２：３０～１３：００の間にZoom入室を
お願いします。

・一般参加者（聴講者）の映像はオフ、音声はミュートの
設定にさせていただきます。

オンライン 定員：なし

・参加申込者には、動画視聴用のＵＲＬ及びパスワードを事前に連絡いたします。

・事前に配信する動画は2025年1月10日（金）12:00～2025年2月8日（土）12:00まで

いつでも繰り返しご視聴いただけます。

※事前に配信する動画（オンデマンド配信）及びオンライン配信の録画、撮影、録音、ならびにそれらの再配布等をすることを禁止いたします。

※お申込みの際、いただいた個人情報につきましては、個人情報保護関係法令等を遵守し、この催し以外の目的には使用いたしません。

下記いずれかの方法でお申込みください

・申込フォーム： QRコード☞

・申込フォーム：こめっこHPより（https://www.comekko.com）

・FAX：下記の参加申し込み書にご記入の上、お送りください

希望の方に丸をつけてください

第Ⅱ部

２０２５年

１月２６日(日)

申込締切

指定討論

「医療系との連携のあり方から」 岡﨑鈴代氏

大阪府立病院機構大阪母子医療センター 耳鼻咽喉科主任部長

「聴覚特別支援学校乳幼児相談担当の視点から」 早川恵氏
福岡県立久留米聴覚特別支援学校 乳幼児教育相談担当

 他２組 岡﨑鈴代氏 早川恵氏

第Ⅰ部

【対象】医療関係者・教育関係者
（療育関係も含む）

２月８日（土）１２：３０～受付開始

【会場】

大阪府立福祉情報コミュニケーション
センター４階大会議室AB

最寄り駅：JR環状線「森ノ宮」徒歩５分

対 面 定員：５０名

ご視聴・ご参加される方へ 2024年度 大阪府手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

乳幼児支援のあり方
～こめっこの進む道についての示唆～

お申込みフォーム

NPOこめっこでは、乳幼児期手話言語獲得支援事業「こめっこ」を実施すると共に、2020年度より「手

話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト」（日本財団助成事業）を進めています。まさに、

実践と研究が表裏一体をなす活動として、毎年その経過や実績を報告し、さまざまな視点で議論するシン

ポジウムを企画してきました。今年度は、2022年度に国から出された「難聴児の早期発見・早期療育推進

のための基本方針」を作成するに当たって、有識者で構成する検討会の座長を務められた中川尚志先生を

講師にお迎えします。医療、教育、支援の中核機能拠点、保護者それぞれの立場からの指定討論に、研究

チームやこめっこスタッフも加わって、乳幼児支援のあり方について議論したいと考えました。

尚、事前配信では、こめっこ活動「参加体験型の紹介動画」＆「参加ご家族の声Part3」をお届けします。

過去の再配信動画も併せてご覧ください。

企画趣旨
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